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名古屋大学は2003年に大学院人間情報学研究科と大学
院工学研究科情報工学専攻を合流して大学院情報科学研究
科を設置し，その後，2017年に情報文化学部と工学部電
気電子・情報工学科情報工学コースを合流して情報学部と
大学院情報学研究科を設置しています。私は2023年3月
に大学院情報学研究科・複雑系科学専攻に着任しており，
研究室を発足してから2年目になります（学部は自然情報学
科を担当しています）。複雑系科学専攻は，大講座制で運営さ
れており，多自由度システム情報論，生命情報論，物質情
報論，創発システム論講座，複雑系計算論講座と情報可視
化論（未来材料・システム研究所）講座の6つの講座からなっ
ています。私は，複雑系計算論講座に所属しており，研究
室を独立主宰しています。複雑系計算論講座と情報可視化
論講座の一部の教員が工学をバックグランドとしており，
講座内外での連携もあります。
研究室は，教員1名，学生7名，技術補佐員1名，客員
教授6名にて活動を行っています（学部生の配属は最大2名ま
でとなっており，他大学から大学院進学してくれる学生さんがそれ

なりにいます）。ちなみに，私の研究室には実験スペースは
なく，ワークステーション，サーバー，ソフトウェアがツー
ルです。
 

 
私自身の研究バックグラウンドは物質移動現象論，材料
合成，システム設計などに関するものでありましたが，人
間かつ社会的側面を包括した対象への興味が強くなり，問
題解決のみならず，現象の解明，知的好奇心の探求のため
に情報学を基盤としたアプローチをメインとした研究活動
を展開しています。その現在の対象の中心は，環境，エネ
ルギー，医療になっており，民間企業，大学，国研などと
連携しながら研究活動を行っていますし，成果の社会還元
を目指した起業化を視野に入れています。
   
以下は，2人の研究室所属学生による研究室の紹介です。
博士後期課程2年 藤井陽太（GX：環境系）
松田研究室の博士後期課程2年の藤井陽太です。学部か

ら修士までは山形大学理工学研究科で松田先生のもと，シ
ミュレーションによるCO2分離プロセスの開発に取り組み
ました。ここで修士2年からは従来手法に加えて，興味の
あった機械学習やデータ分析の手法の可能性を模索し，自
ら学習して研究に取り入れました。そこで松田先生の名古
屋大学への着任を機に，研究に取り入れた情報学的アプ
ローチをさらに深めるため情報学研究科に進学しました。
現在は化学工学と情報科学の融合による新たなプロセス設
計の研究に取り組んでおり，一つのテーマについて異なる
視点から柔軟に進める力を学んでいます。山形大学時代の
松田研究室は学生が20人程度で，チームで研究に取り組
む一方，芋煮会などの行事もあり，にぎやかで活気ある雰
囲気でした。現在は学生7人の少数で化学工学，情報，医
療のテーマにそれぞれ真剣に取り組みながら，意見交換を
行い，時には名古屋名物を楽しみながら充実した研究室生
活を送っています。
博士前期課程1年 羽田泰幸（GX：エネルギー系）
私は昨年まで長岡高専に在学しており，当時取り組んで

いた卒業研究テーマをきっかけに，気象データや確率分布
乱数のような情報学とプロセス設計を同時に取り扱う面白
さに惹かれ，機械学習を取り入れた化学プロセスの設計に
ついて研究されている松田先生の研究室に進学しました。
現在は，松田先生の研究室で，冷媒探索を取り入れたロー
レンツサイクルのモデルベース設計について研究していま
す。研究を進めるにあたり，プロセスシミュレータなどを
活用して自分でモデルを作成したり，どういった検討や計
算が必要になるのかを自分で考えたりして，その都度，松
田先生にディスカッションの機会をつくっていただいてお
ります。その他にも，共同研究や学会発表などに取り組む
チャンスを数多くいただき，その節目には，飲み会やご飯
などをご一緒させてもらうこともあります。こうした活動
をとおして，将来，自分がケミカルエンジニアとして活躍
できるように，現在，松田先生にご指導いただきながら，
日々，研究活動に励んでいます。

1．研究室の概要
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●化学工学との出会い，そして研究へ●
   

はじめに，化学工学誌「学生会員の声」を執筆する貴重な
機会を頂き，心より感謝申し上げる。本稿では，自身の化
学，化学工学との出会いを振り返りながら，これまでの歩
みと現在の研究活動について綴りたいと思う。

私，もとい私の世代は，急速に発展する科学技術の恩恵
を受けて育ってきた。情報端末の高性能化・小型化と世界
的な情報ネットワークの構築により，ポケットに収まるサ
イズのスマートフォンで世界中の情報にアクセスできるよ
うになるなど，技術の進歩はバイオテクノロジーの分野に
おいても医療や生命科学の可能性を大きく広げた。近年で
は，人工知能（AI）の普及が社会のあらゆる領域に変革を
もたらしている。

こうした技術革新の波の中で，私が化学という分野に初
めて強い関心を抱いたのは，小学生の頃に見たあるニュー
スがきっかけだった。それは，山中伸弥教授がiPS細胞の
作製に成功し，ノーベル賞を受賞したという話題である。
当時，テレビのニュース番組は連日その話題で持ちきりで
あった。もちろん，小学生だった私にとって，iPS細胞の
技術的な詳細を理解することはできなかったが，どうやら，

「細胞から心臓や肝臓など，いろいろな臓器が作れるように
なるかもしれない」ということは理解できた。私が愛読して
いた漫画『鋼の錬金術師』には，水や炭素などの非生命から
生命を創成する「人体錬成」とよばれる錬金術が登場するの
だが，iPS細胞の登場はまさにこの術が現実のものとなる
ことを予感させるものであった。つい昨日まで漫画に出て
きた空想の技術が，突如現実の世界に現れた衝撃と感動
は，今でも鮮明に覚えている。中学生になっても，最先端
の化学の話題を調べては，「この技術が発展したらどんな
未来が来るのだろう」と想像し，大いに胸躍らせていた。

その感動から，自身も化学の進歩に貢献したいと考え，
早期に専門的な理系科目が学べる環境を求めて奈良工業高
等専門学校に進学した。入学当初から有機化学や無機化

学，生物化学といった，幼少期に自身の思い描いた化学に
触れることができ，日々充実しながら勉学に励んでいた。
そんななか，私が初めて「化学工学」という学問に出会った
のは，3年次の講義であった。初回の授業で教科書を開い
た瞬間，目に飛び込んできたのは，今まで見たこともない
ような複雑なフロー図や数式の数々であった。最初は戸
惑ったものの，講義をとおしてそれらが化学を実社会に還
元するツールであることを理解したとき，この学問の有用
性と奥深さに強く引き込まれた。さらに，奈良工業高等専
門学校の4年次には，化学工学に特化した「化学工学実験」
を履修した。この実験では熱交換や流体の圧力損失，多段
蒸留など，いわゆる化学工学における「単位操作」を実験
し，得られたデータを解析した。教科書で学んだ理論式や
経験式と一致するデータが得られたときは，大変な実験操
作を無事にやり切ったことも相まって非常に嬉しかったこ
とを覚えている。それと同時に，身のまわりの化学製品が
このような過程を経て作られていることを実感し，化学工
学の重要性を改めて再認識した。現在は，製造プロセスに
関する化学工学の研究は行っていないものの，その体系的
な考え方は研究を行う際の重要な基礎となっている。当
時，化学工学の魅力を教えてくれた先生方には，この場を
借りて深く感謝する。

最後に，自身の研究活動と化学工学の位置付けについて
語る。奈良高専では林啓太准教授，筑波大学では市川創作
教授の指導のもと，一貫して脂質の自己集合体に関する研
究を行っている。現在の博士後期課程では，脂質ラフトの
形態や特性の制御に取り組んでいる。脂質ラフトとは，ス
フィンゴ脂質とコレステロールに富み，形成と消失を繰り
返す動的な細胞膜上のマイクロドメインである。ラフト領
域は細胞膜上の分子を効率的に濃縮し，多種多様な細胞機
能の起点になるだけでなく，タンパク質の活性や小胞体形
成にも関与している。私は化学工学的な視点から，「細胞
膜のラフト構造はまさに，化学工学における単位操作のモ
ジュールそのものである」と捉えて研究に取り組んでい
る。このような化学工学の視点から細胞膜構造を捉えるこ
とで，今後，より体系的に細胞機能を理解し，制御したい
と考えている。個々のプロセスを調整・統合し，巨視的に
考える化学工学的視点は，今まさに私の研究課題を遂行す
る上で重要な指針となっている。

本稿の結びに際し，ここまで成長することができたの
は，ひとえに指導教員をはじめとした多くの先生方，友
人，研究室の仲間たちのおかげである。この場を借りて心
より深謝の意を表する。今後も一層の努力を重ね，真摯な
姿勢をもって研究活動に邁進する所存である。

（筑波大学大学院理工情報生命学術院生命地球科学研究群 
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